
  

 

 

 

 

氏子崇敬者の皆さま、こんにちは。松の内は過ぎてしまいましたが、 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

今年は穏やかな年の初めになりました。真夜中の歳旦祭も風もなく穏やかな神気の中、執り行う事が出来

ました。明けて元旦も一日穏やかな日和で、例年以上の参拝者がありました。真夜中の歳旦祭は参列者が毎

年減って、一日の日中に初詣の方が増えました。真夜中の神事は、寒いですがとても気持ちが改まります。

元旦午前零時からの歳旦祭にもご参列くださいませ。神社の注連縄作りには、栗阪の山中さんと松田さんが

お手伝い頂きました。いつもありがとうございます。 

 １月８日の注連縄作りと奥山登拝も、穏やかな良い天気で気持ちよく山登りを楽

しみました。鏡餅も頂いて、一連の正月行事も無事終わりました。 

 次回のお祭りは、２月１２日（日）午前１０時からの祈年祭です。例年通り、祈

年祭の後、湯立て神事を行います。皆さまのご参列をお待ちしています。 

 

 

「祈年祭(きねんさい)＝としごいのまつり」は古来より、大変大切にされてきたお祭りです。農事の初めに、八百万

の神さまに、五穀豊穣を祈願するお祭りです。とりわけ、稲の神・時を司る神として崇敬されてきた御歳神さまにとっ

ては、特別の意味を持つ祭りです。トシ＝稲の神様として、祈年祭の主祭神として、祈年祭には朝廷から唯一特別

に白鶏・白猪・白馬を贈られていました。今の世では農事だけではなく、諸事様々な今年の仕事全般の成功を祈願

するお祭りとお考え下さればよいと思います。祭主が祝詞を奏上する間、また、玉串を

奉って拝礼する際、各自が携わる仕事や世の中全体が豊かになるようにとの祈願を

込めて、祭典にご参加くだされば何よりです。 

 

湯立て神事は、湯立ちの神事、湯花神事とも言います。 

斎竹をめぐらした中央で釜に湯を沸かして、その湯を笹で振り掛けて、祓いと無病息

災を願う神事です。この神事のルーツの一つは、応神天皇の頃からある、探湯（誓湯－くかたち）という神明裁判の

変化したものだと言われます。古代、真偽正邪を裁くのに神に誓って熱湯に手をつけ､正しいものはただれず、邪な

ものはただれるとして身の潔白を示したものだそうです。それが、時代が下り、身の潔白を示す行為が、身を祓い

清める意味に変化したようです。現在の湯立神事は湯を浴びて禊祓いとし、無病息災を祈願する神事です。ちなみ

に湯立神事は、湯をかぶって神懸りとなり、託宣を聞く神事となっていることもあり､湯立神楽として舞いに入れられ

ている所もあります。 

 

祈年祭にお祓いして御歳神さまのご神徳を戴いた特別な御幣です。古い神社関係の本に、 

「御歳神の御幣」として掲載されていたものを復元いたしました。 

御歳神さまは、歳神さまとして、恵方より幸いをもたらす神さまでもあられます。今年の恵方にお祭りください。「恵

方飾り」とか、「恵方棚」などとして神棚と別に歳神様を祭る地方もあります。今年の恵方は北北西です。お家では、

北面の西に近い場所にお祭りください。また、幸いを招きい入れる意味で、玄関に置かれても良いでしょう。家内安

全、無病息災を祈念してご家庭でもお祭りください。（初穂料 ５００円。崇敬会の方には後日お送りいたします。） 

 

 

 

御歳神社ＵＲＬ http://www. /mitoshijinja.com/ 

（検索で「御歳神社」と入力するとトップ表示します） 
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